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【詔的] MRIにより，運動に動員された筋若手

のみを異なるコ γトラストで綴出できるかどう

か，またそれが生理学的関係に対応するかどうか

について~らかにするために，次の 2点について

検討した. 1) 誌常生活における議動金の途いの

影響I 2)巡動強度(綾大及び去愛犬下の運動)の

よ裂いによる影響.

【方法〕被検挙には総緩成人努子3名を潔い

た.使YHしたMIミ裟援はGE社製SIGNA(1.51‘)

であり，また嫌彩条件は， SE 1，500/30， 256 x 128， 

1 NEX. FOV 16 cm，九ライ月発事10mm，潟j波i侍

簡は約3分30秒であった.MRの言!日定はf遂露b1i告書
巡撃さ箆後，回復過程でき建絡し，回復滋穫での撰!定

は{番号強度が遂勤務に間後するまで行なった.郊

いた巡動は 2kgの負荷をかけた状態での右足i議

73 

節常勝であり，その関数は本人ができる教大回数

及びその1/2とした.

【絵・巣】 選数箆後，遂撃さに動員された務総背筋

のみにおいて MIむの信号磁波が務らかに変化しF

第なるコントラ λ トで懸像上に織おされた.

民常生活の活動殺の潟い被検者と{患い被絞殺を

比絞すると，説経背筋における鐙号強度の沼復過

程において大きな畿が認められ，特に活動量の緩

い後検者では，約40分にわたって潟い鎗号強度を

ぶした.また，最大態数1/2の負荷箆後における

懲号強度払遂勤務に比べ儀苦手強度の増加は認め

られたものの，切らかに媛大渡動に比べ低い鎗号

強皮を示した会これらの総菜は，筋疲労の程度の

途いを MRIにより総出できることを示唆してい

る. またs MRIはこれまでり超音波法及びX線

CT訟とは築なり，形態的な情報のみならず生化

学的な情報も反政されるため，スポーツ読ま学の分

野においてもさらなる応、潟が鍛待される.


